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S E I G A I H A  特 集
地域と連携する

　

大
学
に
は
「
教
育
の
機
能
」「
研

究
の
機
能
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
加
え
最
近
で
は
第
３
の
機
能
と
し

て
「
社
会
貢
献
の
機
能
」
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
産
業
大
学
に
お
け
る地域

連
携
の
取
組
み

地
域
と
連
携
す
る

○学識経験者として柏崎市から様々な委員の委嘱
柏崎市行政改革推進委員／柏崎市公共事業再評価委員／柏崎市
介護サービス事業者選定委員／柏崎市福祉有償運送運営協議会
委員／柏崎市小学校社会科副読本監修委員／柏崎市人権教育･
啓発基本計画策定委員／柏崎市第四次総合計画後期基本計画策
定に伴う市民会議委員／柏崎市元気なまちづくり事業補助金審
査員／柏崎市公益通報等審査委員／柏崎市情報公開・個人情報
保護審査会委員／柏崎市男女共同参画審議会委員／柏崎市中越
沖地震復興祈念事業実行委員／柏崎市職員倫理審査会委員／柏
崎市文化財保護審議会委員／「かしわざき市民大学」企画運営
委員／柏崎市廃棄物減量等推進審議会委員／柏崎市バイオマス
利活用推進協議会委員／柏崎市奨学金貸付選考委員／かしわざ
き健康みらいプロジェクト推進会委員／柏崎市介護サービス事
業者選定委員／柏崎市介護保険運営協議会委員／柏崎市環境審
議会委員／柏崎市都市計画審議会委員／柏崎市スポーツ振興審
議会委員 （平成23年度実績）

○市民向け公開講座の実施（教養講座）
本学専任教員が、専門分野に基づいたテーマで開講する教養講座です。
一つの講座は２回～５回で構成され、社会人が受講しやすい夜間や土曜日に

開講しています。
テーマは、語学、統計、時事問題、料理と多岐にわたっていて、受講者の嗜

好や知的好奇心に応えています。また、十日町市および上越市においても開講
しています。

○柏崎市教育センターと青少年育成センターが
　本学敷地内に移転

○社会人水球チーム　ブルボン
　ウォーターポロクラブへの協力

○柏崎市が地元大学進学者の
　学資の貸付に優先枠を設定

地域の「知の拠点」としての
取組・社会還元

人づくり教育、文化
及びスポーツの振興

地域と本学を結ぶ交流

地域 の国際化の推進

　

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
１
月
に

出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
答
申

「
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

で
も
、「
教
育
や
研
究
そ
れ
自
体
が

長
期
的
観
点
か
ら
の
社
会
貢
献
で
あ

る
が
、
近
年
で
は
、（
中
略
）よ
り
直

接
的
な
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
貢
献

の
役
割
を
、
言
わ
ば
大
学
の
『
第
三

の
使
命
』
と
し
て
と
ら
え
て
い
く
べ

き
時
代
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
、
地
域
へ
の
貢
献
を
通
じ

て
地
域
に
お
け
る
存
在
価
値
、
評
価

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
を
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
色

あ
る
実
践
的
、
効
果
的
な
教
育
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
自
身
が

地
域
に
支
え
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、

地
域
社
会
の
活
性
化
は
大
学
の
活
性

化
の
た
め
に
も
必
要
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
の
地
域
貢
献
へ
の

取
組
に
対
し
て
地
域
が
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
双
方
が
共
に
発
展
し

地
域
全
体
の
活
力
が
向
上
す
る
好
循

環
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
本
学
が
地
域

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
を
、

・
地
域
の
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
の

取
組
・
社
会
還
元

・
人
づ
く
り
教
育
、
文
化
及
び
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

・
地
域
の
国
際
化
の
推
進

・
地
域
と
本
学
を
結
ぶ
交
流

の
４
つ
の
視
点
に
分
け
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
か
ら
関
連
す
る
取
組
み
の
状

況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○柏崎市内の空き店舗活用事業
柏崎市から委託を受け、中心商店街の空き店舗

を利用して、本学と新潟工科大学が協力して多く
の市民・大学生を柏崎
の中心市街地に呼び込
み、商店街を活性化さ
せ大学の魅力を発信し
ようという試みです。

○地域のコミセンとの交流
地域のコミュニティセンター

事業に学生が参加しています。
また平成23年度には、柏崎

市高田地区コミュニティセン
ターの皆さまにご協力いただ
き、新年行事として学内で餅つき大会を開催しました。

○２大学合同歓迎会
柏崎市民有志の方々が市内の

２大学に入学した新入生を歓迎
する行事として定着しました。

温かいご支援に感謝申し上げ
ます。

○柏崎の個性・魅力づくり調査研究業務委託事業
柏崎市と地元２大学との連携の一環として、「大学・

地域連携推進事業委託」に基づき、平成20年度から
毎年様々な分野で調査研究の委託を受けています。

その成果発表として、「柏崎の個性・魅力づくり調
査研究業務委託報告会」が毎年行われています。

今回本学からは、平成23年度受託事業「スポーツ
によるまちづくりを見据えた柏崎市における学校プールのあり方に関する
研究」について経済学部 青栁 勧 助手が発表を行いました。

○新潟工科大学・新潟産業大学　学生による「柏崎に関する研究」
毎年２月に行われる『柏崎に関する研

究』発表会（柏崎商工会議所主催）に参加
しています。

平成23年度は、本学の経済・経営学系
の若手教員の指導のもと、３つのグループ
が、大学生活を過ごしている柏崎をテーマ
にして、それぞれ異なった視点から研究し
た成果を発表しました。
・柏崎におけるEV普及政策の現状と課題（川本ゼミナール）
・産大生の行動の傾向―アンケートから判明・推察したこと―（ワーキング

グループ八木班）
・柏崎の商店街～現状調査～（ワーキンググループ渡邉班）

○学生が柏崎市の観光大使として活躍
柏崎観光協会からの委嘱を受けた平成24年度の柏崎観

光親善大使に、本学の学生４名が選ばれました。
４名のうち２名は柏崎市出身で、生まれ育った地元の素

晴らしさを存分にアピールし、あとの２名は中国からの留
学生で、観光大使の任務とともに、中国での観光PRの際
に日頃の留学の成果を活かし通訳の役割も担うことが期待
されています。

○大学施設の地域への開放
地域の団体等に、体育館、グ

ラウンド、テニスコート、講
堂、教室、駐車場等、本学施設
の開放を行っています。年間約
7500人の利用があります。

○ボランティア活動
東日本大震災や豪雨被災地の

現地ボランティアを初め、募金
活動（平成23年度587,672円）、
地域イベントのスタッフ等、様々
な活動を行っています。

○ビジネスコンテスト「トオコン」に参加
「とおかまちの地域資源を活かした新ビジ

ネス」をテーマに、学生の観点から実現化に
向けた十日町のビジネスプランを提案するコ
ンテスト「トオコン」に参加し、平成22年
度はグランプリを獲得しました。

○地域の小中学校・高校との交流
総合学習や児童クラブへの留学生の派遣に

よる国際交流、本学教員の派遣や出張講義等
を行っています。

○青少年国際経済人育成事業
国際ロータリー第2560地区からの寄付金を原資とし、

地域社会と本学が協力して教育力を高め、日本文化を理解
し、国際的視野を有する経済人を育成することにより地域
の発展に寄与することを目的とした事業です。
①本学の学生および一般の方を対象と

した海外（アメリカ・中国・韓国・
台湾等）・国内研修助成事業

②本学の学生や市内の
高校生を中心とした
各国言語による詩の
朗読会「ことばのひ
びき」の開催

③「地球くらぶ（国際教養体験講座）」の開催　本学の留
学生が地域の小学校を訪問し、東アジアの言語や文化を
紹介するイベント（各国のゲームやお菓子の試食等）を
行っています。

○学生と一緒に授業を聴講できる聴講講座を開設
一般の方々が、本学で開講している講義から興味のあるもの

を１科目単位で選び、学生達と席を並べ聴講する講座です。
一つの科目につき、基本的に週１回同一の曜日時限（90分）

で15週にわたり開講しています。

○ 「かしわざき市民大学」
　 「いきいき県民カレッジ」に講座を開設

柏崎市が主催して、柏崎の歴史・文化及び今日的テーマなど
専門的で多様な学習プログラムを提供しています。市民の皆さ
んが、学ぶ喜び・楽しみ・生きがいを発見し、地域社会の活力
につながるよう、本学は講師及び本講座の企画運営委員を派遣
しています。

また本講座は、新潟県の「いきいき県民カレッジ」の登録講
座となっています。
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C A M P U S

T O P I C S

　
柏
崎
市
に
よ
る
「
大
学
・
地
域
連
携

推
進
事
業
委
託
」
に
基
づ
き
、
５
月
18

日
（
金
）、
柏
崎
市
役
所
４
階
大
会
議

室
に
お
い
て
「
柏
崎
の
個
性
・
魅
力
づ

く
り
調
査
研
究
業
務
委
託
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
若
葉
町
に
開
設
さ
れ
て
い
た
柏

崎
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
と
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
が
、
４
月
１
日
に
新
潟
産
業

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
静
か
で
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
柏
崎
市
内
の
教
職

員
の
研
修
と
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
の

教
育
相
談
等
、
一
層
の
教
育
支
援
の
充

実
と
、
本
学
教
職
課
程
と
の
連
携
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
８
日（
火
）〜
10
日（
木
）、
千

葉
県
国
際
総
合
水
泳
場
で
開
催
さ
れ

た
「FIN

A
 W

ater Polo W
orld 

League 2012 ASIA-O
CEAN

IA 
Prelim

inary Round

」
―
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ 

水
球
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
グ
２
０
１
２　
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
ラ
ウ
ン
ド
―
（
主

催
：
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
（
国
際
水
泳
連
盟
）、

主
管
：
財
団
法
人
日
本
水
泳
連
盟
、
千

　

新
潟
産
業
大
学
と
新
潟
工
科
大
学

は
、
柏
崎
市
と
の
大
学
・
地
域
連
携
推

進
事
業
委
託
（
魅
力
発
信
事
業
）
の
一

つ
と
し
て
、
平
成
24
年
度
は
「
空
き
店

舗
活
用
事
業
」
を
受
託
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
柏
崎
市
の
中
心
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
利
用
し
、
本
学
と
新
潟
工
科

大
学
が
協
力
し
て
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
市
民
・
大

学
生
を
柏
崎

の
中
心
市
街

地
に
呼
び
込

み
、
商
店
街

を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い

　
５
月
20
日（
日
）本
学
体
育
館
で
行
わ

れ
た
第
38
回
北
信
越
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
男
子
組
手
競
技
に
お
い
て
、
梅

川
達
矢
さ
ん
（
経
済
学
部
４
年
）
が
見

事
優
勝
、
小
林
匠
さ
ん
（
経
済
学
部
４

年
）
が
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
地
元
開
催
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
感

じ
る
よ
り
も
、
主
管
校
と
し
て
大
会
を

運
営
す
る
責
任
感
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
準
備
や
庶
務
等
に
時
間

が
割
か
れ
る
状
況
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
池
田
政
道
（
経
済
学
部
３
年
）
さ

ん
を
加
え
た
本
学
空
手
道
部
３
名
は
最

高
の
形
で
日
頃
の
成
果
を
表
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
柏
崎
観
光
協
会
か
ら
の
委

嘱
に
よ
る
柏
崎
観
光
親
善
大
使
に
、
本

学
の
学
生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
以
下
４

名
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
池
島
英
里
さ
ん

　
（
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
４
年
）

　
山
後
亜
理
沙
さ
ん

　
（
経
済
学
部
文
化
経
済
学
科
４
年
）

　
通と
ん
ら
が
力
嘎
さ
ん

　
（
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
３
年
）

　
梁り
ょ
う
げ
つ
も
う

月
蒙
さ
ん

　
（
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
３
年
）

「
柏
崎
の
個
性・魅
力
づ
く
り

調
査
研
究
業
務
委
託
報
告

会
」で
発
表

柏
崎
市
の
教
育
セ
ン
タ
ー
と

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
が
本

学
に
移
転

水
球
日
本
代
表
に
本
学
か
ら

２
名
の
学
生
が
選
出
さ
れ
る

「
ま
ち
か
ど
研
究
室
」が

始
動
し
ま
し
た

空
手
道
部 

北
信
越
大
会
で

優
勝
・
準
優
勝
！

本
学
学
生
が
観
光
親
善
大
使

と
し
て
活
躍
し
ま
す

　

こ
れ
は
、
柏
崎
市
と
地
元
二
大
学

（
新
潟
産
業
大
学
、
新
潟
工
科
大
学
）

と
の
連
携
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
様
々

な
分
野
で
調
査
研
究
の
委
託
を
受
け
て

い
る
も
の
で
す
。

　
本
学
か
ら
は
、
平
成
23
年
度
受
託
事

業
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
柏
崎
市
に
お
け
る
学
校
プ
ー

ル
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い

て
経
済
学
部 

青
栁 

勧
助
手
が
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
水
球
選
手
と
し
て
海
外
を
拠
点

に
活
動
し
た
経
験
を
生
か
し
た
今
回
の

調
査
研
究
で
は
、
海
外
で
は
学
校
の
水

泳
授
業
は
公
共
・
共
用
の
プ
ー
ル
で
行

う
こ
と
が
標
準
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、

日
本
で
は
学
校
プ
ー
ル
の
普
及
率
は
昭

和
30
年
代
の
国
策
も
あ
っ
て
世
界
で
も

類
を
見
な
い
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る

状
況
下
、
現
在
そ
の
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
弊
害
（
建
て
替
え
や
メ
ン
テ
ナ
ン

　
２
人
は
第
56
回
全
日
本
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
（
７
月
１
日
大
阪
・
舞ま
い

洲し
ま

ア
リ
ー
ナ
開
催
）
に
出
場
し
ま
す
。

【
梅
川
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

「
昨
年
秋
の
大
会
に
引
き
続
き
今
回

も
優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
７

月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
向
け

て
、
時
間
を
無
駄
に
せ
ず
日
々
の
練

習
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
で
す
。
大
会

で
は
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
持
て

る
力
を
発
揮
し
完
全
燃
焼
し
た
い
と

思
い
ま
す
。」

【
小
林
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

「
今
回
は
主
管
校
と
し
て
大
会
準
備

を
し
な
が
ら
の
出
場
だ
っ
た
の
で
、

当
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
今
ま
で

に
な
く
絶
不
調
で
し
た
が
、
結
果
は

過
去
最
高
と
な
り
、
思
い
出
に
残
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
イ

ン
カ
レ
へ
出
場
し
ま
す
が
、
勝
つ

気
持
ち
が
〝
過
ぎ
る
〞
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
る
の
で
、
平
常
心
で

〝
負
け
な
い
〞
と
い
う
意
識
で
挑
み

た
い
で
す
。」

　
４
名
の
皆
さ
ん
は
柏
崎
観
光
親
善
大

使
と
し
て
、
本
学
が
立
地
す
る
柏
崎
市

の
観
光
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
今
後

一
年
間
様
々
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
中
国
か
ら
の
留
学
生
、
通
力
嘎
さ
ん

と
梁
月
蒙
さ
ん
は
、
５
月
に
柏
崎
地
域

観
光
復
興
推
進
協
議
会
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、
柏
崎
と
関
係
の
深
い
江
蘇
省

淮
安
市
淮
安
区
へ
行
き
、
７
月
26
日
に

柏
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
「
海
の
大
花
火

大
会
」
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
、
観
光
大
使
の
任
務
と
と

も
に
、
通
訳
の
役
割
も
担
っ
て
大
活
躍

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
池
島
さ
ん
と
山
後
さ
ん
は
、

６
月
３
日（
日
）に
新
潟
駅
―
糸
魚
川
駅

間
で
運
行
さ
れ
た
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り

日
本
海
縦
断
号
」
に
乗
車
し
、
約
70
名

の
お
客
様
に
柏
崎
名
物
「
鯛
め
し
」
を

ふ
る
ま
い
、
観
光
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

数
々
の
貴
重
な
経
験
が
皆
さ
ん
の
キ
ャ

リ
ア
に
プ
ラ
ス
と
な
る
よ
う
応
援
し
て

い
ま
す
！

葉
県
水
泳
連
盟
）
に
出
場
す
る
日
本
代

表
に
、
本
学
か
ら
棚
村
英
行
さ
ん
（
文

化
経
済
学
科
３
年
）、
小
出
未
来
さ
ん

（
文
化
経
済
学
科
２
年
）
の
２
名
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
棚
村
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し

て
好
セ
ー
ブ
を
連
発
、
小
出
さ
ん
も
中

国
戦
で
得
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
今
後
も
２
人
は
水
球
日
本
代
表
と
し

て
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
！

う
も
の
で
す
。

学
生
た
ち
は
、

こ
の
空
き
店

舗
を
「
ま
ち

か
ど
研
究

室
」
と
命
名

し
ま
し
た
。

　
今
、
学
生
た
ち
は
、
自
身
で
考
え
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
し
て
様
々

な
企
画
を
計
画
中
で
す
。
ま
ず
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
柏
崎
の
名
物
行
事

「
え
ん
ま
市
」
の
期
間
中
、
今
後
の
活

動
拠
点
と
な
る
「
ま
ち
か
ど
研
究
室
」

を
「
休
憩
所
」
と
し
て
一
般
に
開
放
し

ま
し
た
。
え
ん
ま
市
は
６
月
14
日
〜
16

日
ま
で
開
催
さ
れ
５
０
０
軒
以
上
の
露

店
と
20
万
人
以
上
の
見
物
客
で
賑
わ
う

柏
崎
の
一
大
行
事
で
す
。

　
３
日
間
に
こ
の
空
き
店
舗
を
訪
れ
た

市
民
の
方
々
や
学
生
は
、
３
６
０
人
余

り
。
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に

は
、
こ
こ
で
学
生
た
ち
に
「
何
を
し
て

ほ
し
い
か
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
こ
の
回
答
は
今
後
の
い
ろ

い
ろ
な
活
動
・
企
画
の
検
討
資
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
学
生
た
ち
の
今

後
の
活
動

に
ご
注
目

下
さ
い
!!

写真左から小出さん、棚村さん、青栁監督（水球部）

ス
の
必
要
性
）
が
今
後
学
校
設
置
者
で

あ
る
地
方
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫
す
る

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
柏
崎
ア
ク
ア
パ
ー

ク
の
平
日
午
前
に
お
け
る
利
用
者
数
の

統
計
と
、
水
泳
の
平
均
授
業
時
間
の
統

計
お
よ
び
他
県
の
授
業
集
中
化
の
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
、
公
共
プ
ー
ル
を
活

用
し
た
海
外
型
の
水
泳
授
業
の
運
営
方

法
を
提
言
し
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
方

策
を
探
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
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図 書 館 だ よ り ク ラ ブ・ サ ー ク ル 活 動

一
般
の
方
も
本
学
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
学
外
の
方
も
、
図
書
館
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　
来
館
の
際
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
利
用

票
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
ご
着
用
願
い
ま
す
。

• 

館
内
で
は
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て

下
さ
い
。

•
閲
覧
は
、
基
本
的
に
自
由
で
す
。

•
蔵
書
の
貸
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象

15
歳
以
上
（
中
学
生
は
除
く
）
の

柏
崎
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
貸
出
冊
数
：
３
冊
以
内

●
貸
出
期
間
：
２
週
間
以
内

● 

そ
の
他
／
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方

は
、
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る

も
の
（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎ 0257-24-8435
E-mail
library@ada.nsu.ac.jp

新潟産業大学
附属図書館

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
２
が
好
評
で
す

　
本
学
図
書
館
で
は
、
昨
年
２
台
の
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
２
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
こ
な
す
世

代
で
あ
る
た
め
か
、
フ
ァ
ン
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
一
年
生
の
利
用
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　

手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が

り
、
楽
し
い
ア
プ
リ
も
あ
る
、
パ
ソ
コ

ン
よ
り
使
い
易
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
２
は
使
い
方
次
第
で
、
た

く
さ
ん
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　
今
後
、
電
子
書
籍
や
雑
誌
・
新
聞
の

デ
ジ
タ
ル
版
な
ど
、
図
書
館
な
ら
で
は

の
充
実
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を

導
入
予
定
で
す
。

小
さ
な
司
書
が
職
場
体
験

　
柏
崎
市
立
第
二
中
学
校
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
が
、
図
書
館
で
職
場
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
本
の
登
録
、
整
理
な
ど
、

図
書
館
の
仕
事
は
ど
う
で
し
た
か
？
本

に
携
わ
る
仕
事
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ

れ
ば
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

資
格
取
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

関
連
書
籍
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
在
学
中
に
資
格
を
取
得
す
る
の
は
、

社
会
に
出
て
か
ら
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
図
書
館
で
は
、
資
格
取
得
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
、
関
連
図
書
の
展
示
を

す
る
な
ど
し
て
、
利
用
促
進
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、教
職
課
程
や
学
芸
員・就
活
に

役
立
つ
本
な
ど
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
関
係

の
本
も
併
せ
て
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

雑
誌
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す

　
授
業
の
合
間
の
休
憩
時
、
雑
誌
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

経
済
・
経
営
に
関
連
し
た
学
術
誌
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
手
軽
に
読
め
る
雑
誌

も
た
く
さ
ん
揃
え
て
い
ま
す
。

　
男
性
誌
・
女
性
誌
ど
ち
ら
も
種
類
が

豊
富
で
す
。
ま
た
、
新
潟
の
情
報
誌
も

揃
え
て
お
り
、
学
生
に
は
と
て
も
人
気

で
す
。

　
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

資格取得、就活の本も取り揃えています

職場体験、本の登録作業は・・

2台のiPad2を入口付近・雑誌
コーナーに設置しています。

男性誌

女性誌

■平成23年度　公認部大会成績一覧表

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学年） 成績

空手道部

第19回北信越学生空手道選手権
大会新人戦（12月） 個人男子組手

梅川達矢（経3） 優勝

小林匠（経3） 準優勝

第56回全日本大学空手道選手権
大会（9月） 団体男子組手

梅川達矢（経3） 出場

小林匠（経3） 出場

池田政道（経2） 出場

卓球部

第59回春季北信越学生卓球選手
権大会（5月）

男子シングルス
周陳忱（経3） ベスト16

丸山誠（経4）、親松諒（経4）、
清水大輔（経2） 出場

男子ダブルス 丸山誠（経4）・周陳忱（経3）、
親松諒（経4）・清水大輔（経2） 出場

男子団体 丸山誠（経4）・親松諒（経4）・
周陳忱（経3）・清水大輔（経2） 出場

第59回秋季北信越学生卓球選手
権大会（11月）

男子シングルス
周陳忱（経3） ベスト32

丸山誠（経4）、親松諒（経4）、
鄭　然（経3）、清水大輔（経2） 出場

男子ダブルス 丸山誠（経4）・周陳忱（経3）、
鄭　然（経3）・清水大輔（経2） 出場

男子団体 丸山誠（経4）、親松諒（経4）、
周陳忱（経3）、清水大輔（経2） 出場

水泳部
男子

（水球部門）

2011年度関東学生水球リーグ
戦（6～8月）

秋元恵臣（経4）、野一色健太（経4）、屋富祖達郎（経4）、
田中翔史朗（経3）、金城徹大（経3）、斉藤渉（経3）、鈴木
雄也（経2）、清水涼太（経2）、柴原吉輝（経2）、米田航（経
2）、木村栄記（経1）、島田連矢（経1）、二野下浩之（経1）、
仁添敬介（経1）、永田三四郎（経1）、林和希（経1）、山田翔
太（経1）、船橋佑（経1）、宮内悠（経1）、松井大樹（経1）

1部7位

第20回中部学生水球選手権大会
兼日本学生選手権大会予選（8月）

秋元恵臣（経4）、野一色健太（経4）、屋富祖達郎（経4）、
金城徹大（経3）、清水涼太（経2）、二野下浩之（経1）、仁添
敬介（経1）、永田三四郎（経1）、林和希（経1）、山田翔太

（経1）、船橋佑（経1）、宮内悠（経1）
優勝

第87回日本学生選手権水泳競技
大会（インカレ）【水球競技】（9月）

秋元恵臣（経4）、野一色健太（経4）、屋富祖達郎（経4）、
田中翔史朗（経3）、金城徹大（経3）、斉藤渉（経3）、鈴木
雄也（経2）、清水涼太（経2）、柴原吉輝（経2）、米田航（経
2）、木村栄記（経1）、島田連矢（経1）、仁添敬介（経1）、林
和希（経1）、松井大樹（経1）

出場

Water Polo Japan Challenge 
2011予選（9月）

（チーム：新潟産業大学）
野一色健太（経4）、金城徹大（経3）、斉藤渉（経3）、田中翔
史朗（経3）、鈴木雄也（経2）、清水涼太（経2）、柴原吉輝

（経2）、米田航（経2）、木村栄記（経1）、島田連矢（経1）、
仁添敬介（経1）、林和希（経1）、松井大樹（経1）

出場

（チーム：燦水会）
秋元恵臣（経4）、屋富祖達郎（経4）、永田三四郎（経1）、
ニ野下浩之（経1）、山田翔太（経1）、船橋佑（経1）、宮内悠

（経1）
出場

水泳部
女子

（水球部門）

第15回東日本水球リーグ戦（5
月）兼全国女子東日本地区予選

岸野典子（経4）、水科彩香（経4）、吉田雅美（経2）、
前原みどり（経1）、小出未来（経1）、池田桜子（経1）、
能村美優（経1）、村井愛美（経1）

2部5位

第87回日本学生選手権水泳競技
水球競技大会（9月） 出場

Water Polo Japan Challenge 
2011女子（10月） 出場

関東学生リーグ（5～6月）得点王 小出未来（経1）

オリン
ピックア
ジア予選
日本代表

選出

軟式野球部 第34回新潟県軟式野球春季大会
兼全国大会予選（8～11月）

渡辺拓也（経4）、難波健太郎（経4）、酒井慎司（経4）、
原裕貴（経3）、長井一至（経3）、武居直人（経3）、
石川大地（経2）、星野徹（経2）、井伊結生（経2）、
上村祐貴（経2）、大塚隼也（経2）、今井俊介（経2）、
真島健斗（経2）、星野大二郎（経2）、岩沢昴太（経1）、
関原省吾（経1）、古家拓海（経1）、和田優吾（経1）

Bリーグ
5位

テニス部 柏崎市長杯テニス大会（10月） シングルス 内山貴大（経2）、酒井貴裕（経1）、
行田裕平（経1） 出場

男子バレー
ボール部

第56回新潟日報杯争奪柏崎バ
レーボール選手権大会（8月）

山田達也（経4）、高槗仁志（経4）、江向祐太（経4）、
小柳慎太郎（経4）、松田直也（経3）、相澤尚哉（経2）、
渡辺脩介（経1）

出場

ライフ
セービング

部
第2回全日本ライフセービング・
プール競技選手権大会（2月）

50m
マネキンキャリー 大野翔平（経2）、大滝雄一郎（経2）

出場

100mマネキント
ウ・ウイズ・フィン 安澤勇次（経3）、小山博紀（経2）

ラインスロー 大野翔平（経2）、小山博紀（経2）

100m
マネキンキャリー・
ウイズ・フィン

安澤勇次（経3）

クラブ名 大会名 部門・種目および大会出場者名（学年） 成績

ライフ
セービング

部

第24回全日本学生
ライフセービング・プール競技
選手権大会（5月）

50m
マネキンキャリー 大野翔平（経2）、大滝雄一郎（経2）

出場
100mマネキント
ウ・ウイズ・フィン 安澤勇次（経3）、小山博紀（経2）

100m
マネキンキャリー・
ウイズ・フィン

安澤勇次（経3）

SERC 安澤勇次（経2）、大滝雄一郎（経1） 9位

ラインスロー 小山博樹（経2）、大滝雄一郎（経2） 出場

4×50m
障害物リレー 大野翔平（経2）、他学外者3名 優勝

4×50m
メドレーリレー 大野翔平（経2）、他学外者3名 7位

第26回全日本学生
ライフセービング選手権大会

（9月）

サーフレース 大野翔平（経2）、三井田誠（経2）

出場

ボードリレー 安澤勇次（経3）、小山博樹（経2）、
今井俊介（経2）

ボードレスキュー 小山博樹（経2）、今井俊介（経2）

チューブレス
キュー

三井田誠（経2）、小山博樹（経2）、
今井俊介（経2）、大滝雄一郎（経2）

1km×3
ビーチリレー

小山博樹（経2）、今井俊介（経2）、
大滝雄一郎（経2）

ビーチリレー 安澤勇次（経3）、小山博樹（経2）、
今井俊介（経2）、大滝雄一郎（経2）

ビーチフラッグス 安澤勇次（経3）、大滝雄一郎（経2）

ビーチスプリント 安澤勇次（経3）、大滝雄一郎（経2）

オーシャンマン
リレー

今井俊介（経2）、小山博樹（経2）、
三井田誠（経2）、大滝雄一郎（経2）

CPRコンテスト 今井俊介（経2）、大滝雄一郎（経2）

バスケット
ボール部

新潟県学生連盟バスケット
ボール県内強化リーグ（6月）

仙田治（経4）、稲田優樹（経4）、西川和宏（経4）、
山口聡一（経4）、渡辺俊（経3） 出場

モンゴル
相撲部

東京ブフクラブモンゴル相撲
大会（10月） 男子個人

巴図吉呼蘭（バトジフラン）（経3） 8位

烏寧其（ウニンチ）（経4） 9位

畢力格図（ビリゲト）（経4） 18位

阿拉騰烏拉（アラタンウラ）（経4）、
韓黎明（カンレイメイ）（経3）、
蘇達畢力格（ソドビリゲ）（経2）、他

出場

ゴルフ部

第14回新潟県知事杯新潟県
ゴルフ選手権（5月）

個人 佐藤由香利（経3）

8位

第56回国体選手選考会
第11回日本スポーツマスターズ
選手選考会（6月）

出場

第49回関東女子学生ゴルフ
選手権予選会（7月） 68位

第14回関東女子学生アマチュア
ゴルフ選手権（7月） 52位

第14回新潟県知事杯新潟県
ゴルフ選手権（5月）

個人 大淵芳森（経2）

18位

第59回関東学生ゴルフ選手権
予選会（6月） 117位

第37回新潟県アマチュアゴルフ
選手権予選（7月） 40位

第7回新潟県NGAゴルフ競技会
（9月） 21位

アーチェリー
部

第66回国体新潟県1次予選
アーチェリー大会（5月） リカーブ・成年男子

宇佐美祐生（経4）

6位

第66回国体新潟県2次予選
アーチェリー大会（6月） リカーブ・男子個人 8位

第66回国体新潟県3次予選
アーチェリー大会（7月） リカーブ・男子個人 4位

第66回国体新潟県4次予選
アーチェリー大会（7月） リカーブ・成年男子 9位

第31回北信越学生アーチェリー
個人選手権決勝ラウンド（8月） リカーブ・成年男子 7位

単行本：381p
出版社／里文出版
発売日／2011.11.9

本学教員の本が出版されました！
片岡　直樹
（図書館長・経済学部教授）

「興福寺
―美術史研究の

あゆみ―」
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キ ャ リ ア サ ポ ー ト
学
び
の
入
り
口

付
加
価
値
づ
く
り

　
新
潟
産
業
大
学
は
、
学
生
に
と
っ
て

学
び
へ
の
一
つ
の
入
り
口
と
な
る
よ
う

に
、
そ
し
て
学
生
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
も
ら
う
た
め
に
、
資
格
等
取
得
支
援

を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
資
格
等
取
得
支
援
講
座

を
開
講
し
（
下
表
）、
意
欲
あ
る
学
生

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
の
他

に
も
、
学
外
講
師
に
よ
る
証
券
外
務
員

２
種
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
３
級
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
３

級
、
宅
建
主
任
者
な
ど
の
資
格
取
得
勉

強
会
を
開
い
て
ま
す
。

就
職
に
つ
な
が
る
資
格
取
得

　

資
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
資
格
を
取
る
た
め
に
自
ら
進
ん
で

勉
強
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
で

勉
強
を
計
画
し
実
践
し
成
功
し
た
証
明

で
す
。
自
分
で
選
ん
で
勉
強
し
た
経
験

は
、
就
職
活
動
で
の
自
信
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
応
募
し
た
い
求
人
が
あ
っ
て
も
、
資

格
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
あ
き
ら

め
る
学
生
は
毎
年
い
ま
す
。
こ
ん
な
残

念
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
在
学

中
に
資
格
を
取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
資
格
な
ら
何
で
も
就
職

に
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
り
た
い
職
業
、
進
み
た

い
業
界
に
よ
っ
て
役
立
つ
資
格
は
異
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
に
人
気
が

あ
る
事
務
の
仕
事
の
場
合
、
日
商
簿
記

２
級
＋
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
資
格
を
お
勧

め
し
ま
す
。
簿
記
が
会
計
事
務
の
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
現
代
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
。
た
だ
「
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
ま
す
」

と
い
う
人
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
ど
の
程

度
使
い
こ
な
せ
る
か
、
一
目
で
わ
か
る

人
の
方
が
有
利
で
す
。
ま
た
、
高
校
時

代
に
全
商
簿
記
の
資
格
を
取
っ
た
学
生

も
い
ま
す
が
、
企
業
が
求
め
る
資
格
は

日
商
簿
記
で
す
。
数
年
前
か
ら
、
金
融

機
関
や
事
務
系
職
種
の
求
人
に
、
日
商

簿
記
２
級
が
応
募
条
件
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

資
格
等
取
得
奨
励
制
度
に

つ
い
て

　

新
潟
産
業
大
学
で
は
、
資
格
を
取

得
し
た
り
語
学
検
定
に
合
格
し
た
学
生

に
対
し
、
種
別
に
よ
り
２
万
円
ま
た
は

１
万
円
の
奨
学
金
を
給
付
し
、
更
に
上

位
の
資
格
取
得
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
、
４
月

の
履
修
登
録
時
に
配
布
し
た
「
Ｎ
Ｓ
Ｕ

ｎ
ａ
ｖ
ｉ 

２
０
１
２　

学
生
生
活
の

手
引
き
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）ま
た
、

本
学
で
開
講
し
て
い
る
講
座
以
外
の
資

格
も
奨
学
金
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

資
格
等
取
得
支
援
講
座

　
一
人
勉
強
で
は
な
か
な
か
合
格
レ
ベ

ル
に
達
し
な
い
、
気
持
ち
が
続
か
な
い

と
い
う
こ
と
は
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
資
格

等
取
得
支
援
講
座
で
す
。
毎
週
決
ま
っ

た
時
間
に
勉
強
す
る
こ
と
で
、
リ
ズ
ム

が
作
れ
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
弱
点
も
把
握
で
き
効
率
良
く

勉
強
が
進
み
ま
す
。
講
座
の
日
程
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
検
定
の
試
験
日
に
合

わ
せ
て
設
定
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
仲

間
と
情
報
交
換
を
し
た
り
励
ま
し
合
っ

て
、合
格
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
食
堂
前
の
ロ
ビ
ー
と
就
職
課
前

に
資
格
検
定
関
係
専
用
の
掲
示
板
が
あ

り
ま
す
。
資
格
等
取
得
支
援
講
座
の
紹

介
や
受
講
者
募
集
と
と
も
に
、
資
格
試

験
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
受
験
申
込
書
設

置
も
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
資

格
や
検
定
の
資
料
を
手
に
取
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
春
学
期
開
講
の
講
座
に

は
、
27
人
の
学
生
が
参
加
し
勉
強
し
て

い
ま
す
。 

（
担
当
：
就
職
課
）

　
昨
年
度
の
就
職
環
境
は
、
①
経
団
連
の
「
採
用
選
考
に
関
す
る

企
業
の
倫
理
憲
章
」
変
更
に
よ
る
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
大
き
な

変
化
や
、
②
就
職
活
動
序
盤
で
発
生
し
た
東
北
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
非
常
に
混
沌
と
し
た
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
①
・

②
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に

あ
っ
て
も
本
学
学
生
は
忍
耐
強
く
就
職
活
動
に
取
り
組
み
、
下
表

の
と
お
り
全
国
平
均
を
上
回
る
就
職
率
93
・
９
％
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

①
「
採
用
選
考
に
関
す
る
企
業
の
倫
理
憲
章
」
変
更
に
よ
る
影
響

　
経
団
連
で
は
、
正
常
な
学
校
教
育
と
学
習
環
境
の
確
保
、
採
用

選
考
活
動
の
早
期
開
始
自
粛
等
を
目
的
に
、
採
用
広
報
の
開
始
時

期
（
企
業
が
採
用
に
関
す
る
個
人
情
報
の
取
得
を
行
う
こ
と
）
を

従
来
よ
り
２
カ
月
先
送
り
し
12
月
１
日
以
降
に
変
更
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
採
用
選
考
の
開
始
時
期
は
従
来
と
変
わ
ら
ず
原
則
４
月

と
し
た
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
は
企
業
理
解
を
深
め
る
期
間
が
短

縮
さ
れ
た
た
め
、
明
確
な
志
望
を
持
て
な
い
ま
ま
選
考
に
臨
む
学

生
が
増
加
し
、
内
定
す
る
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
の
二
極
化
が

よ
り
明
確
と
な
り
ま
し
た
。

②
東
日
本
大
震
災
の
影
響

　
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
学
生
へ
の
配
慮
か

ら
大
手
企
業
を
中
心
に
選
考
開
始
時
期
を
当
初
予
定
の
４
月
か
ら

１
カ
月
〜
２
カ
月
間
遅
ら
せ
る
な
ど
、
就
職
・
採
用
活
動
に
、
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
内
の
中
小
企
業
に
お

い
て
も
採
用
計
画
に
対
し
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る
企
業
も
増
え
、

全
体
的
に
長
期
化
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
学
生
だ
け
で
な
く

一
般
の
学
生
に
お
い
て
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
産
業
大
学
の

資
格
等
取
得
支
援

資格取得支援講座一覧
講座名 実施日程 備　　考

TOEIC受験対策講座 春学期のみ実施 全学年対象

日商簿記3級対策講座
第1期春学期
第2期秋学期
第3期春休み

2年生以上対象
全学年対象
全学年対象

経営学検定対策講座 春学期・秋学期 2年生以上対象
マイクロソフトオフィス
スペシャリスト（MOS） 年4回実施（不定期） 全学年対象
販売士検定対策講座 春学期 全学年対象
ERE経済学検定対策講座 秋学期 全学年対象
訪問介護員2級講座 夏休み 全学年対象

本学の就職状況と全国との比較 平成24年4月1日現在

平成24年3月卒（23年度）

男子 女子 計

新潟産業大学

就職率　　 94.0% 93.8% 93.9%

就職希望率 68.5% 80.0% 71.0%

上場就職率 6.7% 0.0% 5.1%

全国四年制大学
就職率　　 94.5% 92.6% 93.6%

就職希望率 61.8% 78.8% 68.9%

国公立大学
就職率　　 96.0% 94.8% 95.4%

就職希望率 44.3% 69.8% 54.2%

私立大学
就職率　　 93.9% 91.7% 92.9%

就職希望率 71.1% 82.8% 76.2%

専修学校
就職率　　 91.6% 94.8% 93.2%

就職希望率 88.1% 86.2% 87.1%

注： 全国四年制大学および専修学校のデータは、文部科学省・厚生
労働省共同調査（H24.5.15発表）。

注：就職率＝就職者数÷就職希望者数
注：就職希望率＝就職希望者数 ÷卒業者数
注：外国人留学生を除く

主な就職先
製造業 金井度量衡㈱　協和㈱　近藤與助工業㈱　㈱近正

長野大信工業㈱　㈱羽賀研工業　㈱橋本工作所　見附染工㈱

建設業 家＇Sハセガワ㈱　㈲金虎組　㈱ナルサワコンサルタント

運輸業 荒牧運送㈱　カルガモ引越センター㈱　新潟運輸㈱
日本通運㈱

卸売業
㈱アールエスアップル　柏印柏崎青果㈱　昭和電機産業㈱
㈱スズキ自販新潟　㈱新潟エヌテーエヌ　㈱新潟日報サービス
ネット　ヒモリ国際貿易㈱　源川医科器械㈱

小売業
㈱川内自動車　㈱ジャパンイマジネーション
㈱星光堂薬局　㈱テレパーク　㈱ドン・キホーテ
新潟トヨペット㈱　新潟日産モーター㈱　

金融業 丸福証券㈱

複合サービス えちご上越農業協同組合

情報通信業 エスジー・スタッフ㈱　関越ソフトウェア㈱　㈱創風システム

飲食・宿泊業 ㈱本陣リゾート　㈱ピーコック

医療・福祉
介護老人保健施設さつき荘　

（福）柏崎刈羽ミニコロニー松波の里　（医）恵生会南浜病院
㈱さくら介護サービス　㈱やさしい手　（社福）吉田福祉会

サービス業

㈱イマージュ　㈱エヌ・ティ・ティ・ソルコ　コーエィ㈱
コヤマホームサービス　㈱シリウス　新進テック㈱
㈱スポーツアカデミー　㈱スポーツフォーラムシーマックス
㈱新潟関屋自動車学校　㈱セントラル　藤和興産㈱
新潟綜合警備保障㈱　ヒューカラーズ㈱　分水商工会

公務 長岡市　新潟県警察

進学 上越教育大学大学院　新潟産業大学大学院
兵庫教育大学大学院

経営学検定対策講座

TOEIC受験対策講座

簿記検定3級対策講座
必要な資格で多いのが普通自動車免許と
日商簿記

学生食堂前の資格取得専用掲示板

平
成
23
年
度
の
就
職
状
況
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I N F O R M A T I O N

B a c k  t o  S c h o o l
（ 生 涯 学 習 セ ン タ ー）

出
張
講
義
の
ご
案
内

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
本
学
教
員

が
高
等
学
校
等
に
出
向
い
て
講
義
を

行
う
「
出
張
講
義
」
に
積
極
的
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
大
学
の
専
門
分

野
を
高
校
生
向
け
に
分
か
り
や
す
く

講
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
の

「
学
び
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
進
学
の
意
識
づ
け
と
し
て
、

ま
た
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
、
幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

出
張
講
義
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４
（
入
試
課
直
通
）
か
ら
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
本
学
の
シ
ラ
バ
ス

の
検
索
と
閲
覧
が
可
能
で
す

　
本
学
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
開
講
科
目

の
シ
ラ
バ
ス
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ラ
バ
ス
は
、
授
業
科
目
の
概
要

で
あ
り
、
15
週
に
わ
た
っ
て
開
講
さ

れ
る
授
業
の
各
回
の
内
容
が
予
め
示

さ
れ
、
そ
こ
に
は
到
達
目
標
や
参
考

文
献
、
評
価
方
法
等
も
明
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
学
で
は
こ
れ
に
沿
っ
て
授
業
を

進
め
る
事
に
よ
り
、
学
生
た
ち
が
学

習
の
流
れ
を
理
解
し
た
り
、
指
導
す

る
教
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
生
を
到
達

目
標
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
年
度
本
学
で
開
講
し
て
い
る
授
業

科
目
に
つ
い
て
、学
外
か
ら
、学
部
・

学
科
・
科
目
担
当
者
・
科
目
名
・
講

義
内
容
な
ど
の
検
索
が
可
能
で
す
。

　
本
学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
高
校

生
や
、
聴
講
講
座
の
受
講
を
検
討
さ

れ
て
い
る
市
民
の
皆
様
も
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ラ
バ
ス
閲
覧
シ
ス
テ
ム
へ

は
左
記
の
リ
ン
ク
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

http://w
w

w
.nsu.ac.jp/

新
潟
産
業
大
学 

教
育
研
究
支

援
募
金
の
お
願
い

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、
教
育
研
究

活
動
全
般
の
充
実･

発
展
を
図
る
た

め
、
広
く
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
、「
地
域
社
会
や
企
業
を
主
体
的

に
支
え
る
人
材
の
育
成
」
と
い
う
本

学
の
教
育
理
念
の
達
成
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
何
卒
、
皆
様
の
格
別
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
窓
口　
新
潟
産
業
大
学 

総
務

課 

☎
０
２
５
７-

２
４-

６
６
５
５

M
a

il:so
u

m
u

@
a

d
a

.n
su

.
ac.jp

）

市
民
大
学
講
座

　
か
し
わ
ざ
き
市
民
大
学
前
期
講
座
は

本
学
の
教
員
が
担
当
す
る
３
つ
の
講
座

（
４
回
ず
つ
）、「
日
本
美
術
史
講
座
ー

平
安
〜
鎌
倉
時
代
の
仏
像
ー
」（
片
岡

教
授
）、「
現
代
ア
メ
リ
カ
事
情
」（
星

野
教
授
）「
私
た
ち
の
生
活
と
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」（
渡
邉
助
教
）
に
、
計
92

名
が
登
録
し
、
市
民
大
学
運
営
委
員
等

を
加
え
る
と
百
名
近
く
の
方
々
が
学
び

の
楽
し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
後
期
に
も
本
学

教
員
が
出
講
し
ま

す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

公
開
講
座

　
春
学
期
は
、
直
江
津
学
び
の
交
流
館

を
会
場
に
、「
映
画
に
見
る
水
の
都〝
ベ

ネ
ツ
ィ
ア
〞
の
風
景
」（
梅
比
良
教
授
）

「
日
本
を
巡
る
朝
鮮
半
島
・
ロ
シ
ア
・

中
国
情
勢
」（
蓮
池
講
師
他
）「
日
記
、

古
記
録
資
料
に
み
る
日
本
史
」（
小
林

准
教
授
）
を
各
々
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
行

い
ま
し
た
。
秋
学
期
に
は
藤
井
客
員
教

授
、
古
川
客
員
教
授
の
無
料
公
開
講
座

を
９
月
と
11
月
に

企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
堀
井

真
吾
客
員
教
授
に

よ
る
朗
読
講
座
を

10
月
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

聴
講
講
座

　
聴
講
講
座
は
、
学
生
と
一
緒
に
通
常

講
義
に
参
加
す
る
講
座
で
す
。
単
位
認

定
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
四
分
の
三
以
上

出
席
の
方
に
は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま

す
。
春
期
は
、
20
の
講
座
に
延
べ
50
名

の
一
般
市
民
の
方
々
か
ら
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
６
時
間
目
の

時
間
帯
の
18
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で
の

夜
間
講
座
を
開

設
し
、
さ
ら
に

多
く
の
市
民
の

方
々
が
参
加
し

や
す
い
試
み
を

実
施
し
て
い
ま

す
。修

学
支
援
制
度
に
つ
い
て

　
新
潟
産
業
大
学
は
、
経
済
的
事
情

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対

し
、
授
業
料
の
半
額
を
免
除
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
先
行
き
の
見
え
な
い
不
況
下
、
勉

学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
や
む
を
得

ず
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス

や
、
入
学
後
に
も
保
護
者
の
失
業
等

で
学
業
の
継
続
に
つ
い
て
常
に
不
安

を
持
ち
、
修
学
に
専
念
で
き
な
い
等

の
ケ
ー
ス
が
、
全
国
の
大
学
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
独
自
の
支
援
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
進
学
や
学

業
継
続
に
か
か
る
家
計
負
担
を
軽
減

し
、
本
学
で
修
学
す
る
意
欲
を
持
つ

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

修
学
支
援
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ

先
：
新
潟
産
業
大
学
入
試
課　

7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４

対象者
学費負担者および家計を一にする家
族（以下「学費負担者等」）の経済
的理由により、修学が困難な学生。

申請要件
（年間所得の上限）

自 宅 通 学 者：300万円程度以下
自宅外通学者：350万円程度以下

軽減額
年間授業料（660,000円）の半額
を免除（軽減期間は１年間）。
※2年次以降は、審査により更新可。

オープンキャンパス

■時　　間／10：30～15：00（各回とも共通）
■内　　容／大学・入試概要説明、キャンパスツアー、ランチ体験、
　　　　　　フリータイム（進学相談等）、クラブ活動ビデオ上映、体験授業　など
■対　　象／高校１～３年生および保護者
■お申込み／上記申込締切日までに、電話・メール・FAX等で入試課へお申込みください。
■お問合せ／新潟産業大学入試課

　　　　　　70120-787-124
　　　　　　Fax  0257-21-6050
　　　　　　Web  http://www.nsu.ac.jp/
　　　　　　E-mail  nyushi@ada.nsu.ac.jp

■時間／10：30～12：20（各回共通・昼食なし）
■対象／高校１～３年生および保護者
■内容／ 学部・学科説明、大学生活紹介ビデオ上映、入試概要説明、

キャンパスツアー、進路相談　など
■お申込み／ 上記申込締切日までに、電話・メール等で入試課へお

申込みください。
※送迎バスは運行いたしませんので、路線バスをご利用ください。
　また、ランチ体験・体験授業は実施いたしません。

7/14（土）

6/23（土）

8/26（日）
8/4（土）
9/22（土）

〈選べる体験授業〉
・経済学　・経営学　・アグリビジネス　・文化産業

〈選べる体験授業〉
・経済学　・経営学　・文化産業　・観光ビジネス

〈選べる体験授業〉
・経済学　・経営学　・文化産業

〈選べる体験授業〉
・会計学　・まちづくり

当日はJR新潟、燕三条、長岡、
柏崎、高田、直江津の各駅から
無料送迎バスを運行

オープンキャンパス開催！

経
済
学
部
　
山
根 

智
沙
子 

講
師

■ 

専
門
分
野
：
金
融
論
、
理
論
経
済
学

■ 

主
な
学
内
職
歴

　

 

入
試・広
報・メ
デ
ィ
ア
情
報
処
理
委
員

〜
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
〜

退
職
教
員

平成24年度　新潟産業大学　秋期　聴講講座のご案内
秋期の聴講講座は9月21日（金）から始まります。１週間に１回90分授業、全15回で１科目8,000円です。授業時間は1限9：15～
10：45、2限10：55～12：25、3限13：15～14：45、4限14：55～16：25、5限16：30～18：00、6限18：30～20：00です。
初回2回目は無料聴講期間です。有料聴講期間の3日前が申込締切日です。履修人数などの都合で開講しないことがあります。

※聴講・公開講座のお申込み・お問い合わせは、本学WEBサイトまたは生涯学習センター（0257-24-8441）までお願いします。

開始日 講座名 曜日・
時限 教員名 教科書

の有無

1 9月24日 生活と統計Ⅱ 月・1 橋本 次郎 有

2 9月24日 民法B 月・3 山崎 　修 有

3 9月24日 東アジア交流史 月・4 金　 光林 無

4 9月24日 韓国語入門Ⅱ 月・6 蓮池 　薫 有

5 9月25日 アジアの観光資源 火・1 金　 光林 無

6 9月25日 韓国語ⅠB 火・2 金　 光林 有

7 9月25日 中国語ⅠB 火・2 詹　 秀娟 有

8 9月25日 農業関連産業論 火・2 片桐 民生 無

9 9月25日 中国語演習Ⅱ 火・3 詹　 秀娟 有

10 9月25日 環境科学 火・4 アブドゲニィ  
アブドレヒミ 有

11 9月25日 初級ミクロ経済学 火・6 八木 直人 無

12 9月25日 数学入門 火・6 堀口 俊二 有

13 9月25日 韓国語と韓国文化への
理解Ⅱ 火・6 金　 光林 無

14 9月26日 中国語ⅡB 水・1 詹　 秀娟 有

15 9月26日 韓国語ⅡB 水・1 蓮池 　薫 有

16 9月26日 商学総論 水・2 菊地 愼二 無

17 9月26日 資源経済論 水・2 阿部 雅明 有

18 9月26日 韓国語会話B 水・3 金　 光林 有

19 9月26日 日本の災害と文化論Ⅱ 水・6 小林 健彦 無

開始日 講座名 曜日・
時限 教員名 教科書

の有無

20 9月27日 デジタルコンテンツ産業 木・2 梅比良 眞史 有

21 9月27日 地域振興論 木・2 渡邉 孝一郎 無

22 9月27日 社会学 木・3 梅澤 　精 無

23 9月27日 韓国語演習Ⅱ 木・3 蓮池 　薫 有

24 9月27日 中国語会話B 木・3 詹　 秀娟 有

25 9月27日 韓国事情 木・4 蓮池 　薫 無

26 9月27日 欧米文化論 木・4 梅比良 眞史 有

27 9月27日 青年心理学 木・4 岡田 奈緒子 無

28 9月27日 自然地理学Ⅱ 木・5 佐藤 芳徳 無

29 9月27日 ビジネス＆生活英語Ⅱ 木・6 星野 三喜夫 有

30 9月27日 映画史Ⅱ 木・6 梅比良 眞史 有

31 9月21日 サブカルチャー論 金・1 梅比良 眞史 有

32 9月21日 起業論 金・1 權　 五景 無

33 9月21日 非営利組織論 金・2 池井 　豊 有

34 9月21日 東洋の芸術 金・2 片岡 直樹 無

35 9月21日 日本の伝統芸能 金・3 三井田 忠明 無

36 9月21日 事例で学ぶ
マーケティング論Ⅱ 金・6 渡邉 孝一郎 有

37 9月21日 東洋の芸術 金・6 片岡 直樹 無

38 9月22日 モンゴル語Ⅱ 土・3 ウリジバヤル 無

第1回
申込締切日
7月11日

（水）

第1回

第2回

申込締切日
6月20日（水）

申込締切日
3月19日（水）3/23（土）2013

第3回
申込締切日
8月22日

（水）

第2回
申込締切日
8月1日

（水）

第4回
申込締切日
9月19日

（水）

参加費
無料

mini
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青海波 （せいがいは）
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、 同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

「第6次産業」という言葉をご存知でしょうか。
これは、農業や水産業等の第1次産業従事者が、本来の「生産」の役割を担うだけでなく、その生産物の「加工」（第2次産業）や「流通」「販

売」（第3次産業）に積極的に関わることによって、加工費や流通マージンを統合して生産者自身が利益を得る新しいビジネスモデルとし
て提唱されているもので、「1＋2＋3＝6」あるいは「1×2×3＝6」によって導かれる「6」の数字は、各次産業の連携による農村活
性化の方策のキーワードを表しています。

今回の特集では、本学と地域との連携について取り上げました。
農業が重要な産業と位置づけられる新潟県に立地する本学が、自らの教育・研究資源をいかにして地域に還元できるか、これまで以上

に貢献できるかを考えた時に、この第6次産業に対するアプローチには重要な意味があります。
経済学や経営学的な視野をもって取組み、マーケティングやIT等の知識を駆使して第1次産業の新たな発展に貢献する人材の育成が、

「6」の数字を導くために今後地域社会に必要なピースとなることは想像に難くありません。
少子化と人口流出という共通の課題を持つ地域と地方大学にとって、問題解消のヒントはこのあたりに託されているのではないでしょうか。

新潟産業大学　メディア・広報・企画課

　平成24年5月20日（日）に本学体育館で開催されました。
　この大会で、経済学部4年の梅川達矢さんと小林匠さんが見事優勝と
準優勝を飾りました。この写真は、2人の決勝戦での対戦の模様です。

「連日の大会準備に正直みんなヘトヘトでした。その中での入賞に産大
空手道部の強さを感じます。9月の団体戦も、もちろん優勝を狙います。
みなさま応援よろしくお願いします。　押忍」
� （空手道部顧問　宮路　早苗（メディア・広報・企画課））

表紙の写真

「第38回北信越学生空手道選手権大会
  男子組手競技　決勝」
撮影者　星野　三喜夫
経済学部教授　副学長・経済学部長

●発　行　日／平成24年6月30日
●編集・発行／新潟産業大学広報委員会
　　　　　　　新潟県柏崎市軽井川4730番地　TEL  0257-24-6655  FAX 0257-22-1300

編 集 後 記

学事日程（平成24年7月～12月）

平成25年度入試日程概要（各学科共通）

入試区分 AO
（第1期）

AO
（第2期）

AO
（第3期）

AO
（第4期）

指定校推薦
（普通高校対象）・
（総合・専門高校対象）

スポーツ・文化
活動推薦 自己推薦

出願期間 （エントリー受付期間）
H24.7/2（月）〜8/8（水）

（エントリー受付期間）
H24.8/9（木）〜9/4（火）

（エントリー受付期間）
H24.9/5（水）〜11/22（木）

（エントリー受付期間）
H24.11/26（月）〜H25.2/22（金） H24.10/22（月）∼11/6（火）

試験日 （最終面接）
H24.9/8（土）

（最終面接）
H24.9/29（土）

（最終面接）
H24.12/15（土）

（最終面接）
個別に通知 H24.11/10（土）

合格発表 H24.9/21（金） H24.10/19（金） H25.1/10（木） 個別に通知 H24.11/16（金）

試験会場 最終面接は柏崎 柏崎

入試区分 一般前期日程
（2科目方式）

センター利用
前期日程

一般後期日程
（2科目方式）

センター利用
後期日程

出願期間 H25.1/7（月）∼1/29（火） H25.1/7（月）∼1/31（木） H25.2/13（水）∼3/15（金） H25.2/13（水）∼3/15（金）

試験日 H25.2/2（土） H25.3/20（水）

合格発表 H25.2/12（火） H25.3/22（金） H25.3/22（金）

試験会場 柏崎・新潟・富山・酒田・郡山 柏崎・新潟

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2013入学試験要項でご確認ください。

平成24年度
月 日 行事等 月 日 行事等

7月

1日（日） ERE経済学検定

10月

6日（土） 転科試験

16日（月） 海の日（授業日） 28日（日） 日本漢字能力検定

17日（火）
・18日（水） 補講日

30日（月）
～8/3日（金） 春学期定期試験

8月

6日（月） 試験予備日

11月

2日（金） 紅葉祭前日準備（休講日）

10日（金） 追試験 3日（土）
・4日（日） 紅葉祭

16日（木）
～31日（金） 集中講義 11日（日） ハングル能力検定

9月

9月上旬 国際文化研修　日本文化視察研修 18日（日） 日商簿記検定

3日（月） 卒業者発表 23日（金） 勤労感謝の日（授業日）

7日（金） 再試験 25日（日） 中国語検定　経営学検定

13日（木） 卒業者発表 28日（水） H25 ゼミガイダンス（2年生対象）

20日（木） 秋学期履修ガイダンス

成績表配付

12月

2日（日） ERE経済学検定

21日（金） 秋学期授業開始 24日（月） 天皇誕生日振替休日（授業日）

21日（金）
～27日（木） 履修登録期間

28日（金） 9月卒業式


